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　前号（本年8 月発行）で、同和問題を中心に調査結果をお知らせしましたので、今号では、
障がい者、子ども、病気にかかわる人※1の調査結果についてお知らせします。
　紙面の関係上、一部のみ掲載します。調査結果の詳細については、米子市ホームページまたは米子市人
権情報センター（米子市役所第２庁舎１階　電話番号：37-3183）でも閲覧できます。

どのような人権問題に関心をお持ちですか？（複数回答）

　最も関心が高かった人権問題は、「障がい者」の問題で、半数を超える結果となりました。次いで、「子
ども」、「病気にかかわる人」、「同和問題」、「インターネット」、「高齢者」、「北朝鮮拉致被害者」、「女性」、
「犯罪被害者等」と多くの人権問題に関心が及んでいます。

※１　病気にかかわる人　ここでは、病気にかかっている人やその家族のほか、医療・保健関係職員など病気にかかわる業務に従事している人をいいます。
※２　性的マイノリティ　性同一性障がい者、同性愛者などの性に関する少数派に属している人全般をさします。

意識調査の結果は

人権問題市民意識調査の結果から パート2
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人権問題の解決に必要なことはどのようなことだと思いますか？（複数回答）

　「地域で安心して生活できるための
施策の充実」が最も必要だと考えられ
ています。また、全体としても、市民
からは、生活基盤の充実を求める意見
が多いことがわかります。

　「思いやりを教える」「いじめ等の早
期発見や予防策の充実に努める」「教
師の人間性・資質を高める」ことなど
が求められています。

意識調査の結果は

意識調査の結果は
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○実 施 時 期：平成24年９月
○調 査 対 象：15歳以上80歳未満の市民3,500名（無作為抽出、郵送による配布・回収）
○調 査 項 目：�人権問題に関する市民意識（人権全般、同和問題、外国人、障がい者、男女

共同参画、子ども、高齢者、病気にかかわる人、その他さまざまな課題）
○有効回答数：1,236 人／有効回答率：35.3％

意識調査の概要

　「支援や相談窓口の充実」が最も多く、次
いで、「教育・啓発活動の推進」「プライバ
シー保護やインフォームドコンセント、セ
カンドオピニオンを徹底させる」「就労機
会の確保」「安心して暮らせる地域づくり」
などが求められています。

　米子市では、今回の調査結果をさまざまな啓発事業に活用
し、より充実した人権教育・啓発活動を進めていきます。
　みんなが安心して、自信を持って自由に生活できる米子市
をめざして、私たち一人一人が行動しましょう。

意識調査の結果は



　講演会や意見発表のほか、市内の保育園・幼稚園・学校・地域・職場などでのさまざまな人権教
育の取り組みについての発表があります。市内の身近な現状を知り、人権問題と自分との関わりを
考える機会として、みなさんぜひご参加ください。

日　　時　2014年（平成26年）１月23日（木）　９時20分から16時30分まで
会　　場　米子コンベンションセンター　ほか
日　　程　

　　　　　　※上記日程は、進行状況により予定時間が早まる場合があります。
意見発表　小学生・地区協
記念講演　講師：ピーター・フランクル さん（数学者・大道芸人）
　　　　　演題：『21世紀は人権の世紀になるか』

分 科 会　就学前・学校・PTA・地域・企業・行政・職域・インターネットなどの７分科会で構成
主　　催　第39回米子市人権・同和教育研究集会実行委員会
　　　　　※参加無料・事前申込不要
　　　　　※手話通訳あり（全体会・意見発表・記念講演・第７分科会のみ）

■お問合せ先　米子市人権政策局人権政策課（電話 0859-23-5415）

　国際数学オリンピックの金メダリストで大道芸人としても人気を博
す数学者。ユダヤ人であるという理由だけで祖父母全員と多くの親戚
が強制収容所に入れられ殺された経験を始め、世界中で続く民族主義
や人権の問題、教育はどうすべきなのか、などについて、わかりやす
く語っていただきます。

12月 4日～
  10日

みんなで築こう 人権の世紀
―考えよう相手の気持ち
　　　　　育てよう思いやりの心―
 

　国際連合は、「世界人権宣言」を1948年（昭和23年）12月10日の総会で採択し、２年後の総会でこ
の採択日の12月10日を『人権デー（Human Rights Day）』と定め、加盟国などに対して人権活動を推
進するための各種行事を実施するよう要請しました。
　日本でも、1949年（昭和24年）から、「世界人権宣言」が採択されたことを記念し、この『人権デー』
を最終日とする１週間（12月４日から10日まで）を【人権週間】と定め、全国で人権に関する啓発活動
を実施しています。

★米子市では、今年度の【人権週間】に実施する啓発活動として、次のイベントを開催します。
　　　　　　　　

■お問合せ先　米子市人権情報センター（米子市役所第２庁舎）電話 0859-37-3183・FAX 0859-37-3184

「落語」もします。
※入場無料・入場申込不要
※手話通訳あり

講　演　『アニキは楽しい？ダウン症』
講　師　露の団六 さん（落語家）　　　　　　　　
日　時　2013年（平成25年）12月8日（日）
　　　　13時30分から15時30分まで
会　場　米子市淀江文化センター
　　　　　 （さなめホール）

つゆ だんろく

人権週間

よなごの人権フォーラム’13

テーマ　～みんなで差別をなくし幸せな社会を実現しよう～
第39回米子市人権・同和教育研究集会

9：00

受付
9：20 9：45 10：20 10：30 12：00 13：20 16：30

全体会 意見発表 休憩 記念講演 昼食（移動） 分科会


